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ラ ワ ン材 油 の成 分 に つ い て

外 聞 宏

Terpenoidsfrom theWoodOilofLauan

KozoHOKAMA

Summary

SawdustofLauan (500Kg)collectedatasaw･millinNanaCity,wassteam

distilled,andtheoilwasobtained.Theoilwasthensuccessivelywashedwith3%
sodium bydroxideandwater,whichwasevaporatedoffafterdryingoversodium

sulfate,yieldinganeutralmaterial(820g).Thissubstancewasdividedbyfractional

distillationintollparts.Thesefractionsweregaschromatographedandinvestigated

byinfraredspectroscopy.

Astheresult,thenextfactswereknown:

1.AllcomponentsofthewoodoilofLauanobtainedbysteam distillationare

terpenehydrocarbons,andmostofthem aresesquiterpenoids.

2,Fractions5to7show thI-eemainpeaksinthegaschromatography.Oneof

them areidentifiedascalarene,theotherasα-gur]unene.

3.Fractions8tollshow twomainpeaksinthegaschromatography. The

component〇foneofthepeaksisthemaincomponentofthewoodoil,thecontent

being35.09%.Thecontentofthecomponentoftheotherpeakisabout8%.

Thechemicalstructureofthem havebeenunderinvestigationbytheauthor.

1 緒 言

ラワソ材')紘,フィリッピソ諸島に産するDipterocarpaceae(二羽柿料)の樹種から生産さ

れる木材のうちで,Parashorea,Pentacme,Shoreaの三属から生産されるもので,軟かいも

のから,や 硬ゝいもの,しかも軽いものから,や ゝ重い ものまでの木材を総称 してラワソ

(Lauan)と呼んでいる.したがって,ラワソという場合には一種類の樹種からの木材を精し

ているのではなくて,一つのグル-プの木材につけられた名前を呼んでいることになるわけで

ある.

ラワソには色で大別して,赤ラワソ,自ラワソ,紅ラワソの三種があるが,本研究では赤ラ

ワソからえた材油を使用した.赤ラワソと称しても一種ではな く,須藤の著書1)には Red

Lauan(Shm･ca ne,q仰en･ふ),Tangile(S/]01･eaTWly･L7ぼma),Mayapis(S/10rea ttq,LIMO(a)の三

種が挙げられている.

本研究に使用した原料の材屑は,ラワン材のみを取扱っている市中の製材工場より供与を受

けた .

ラワソなどの植物の幹から採取されるラワソ油は,非常に重合しやすく塗料,合成樹脂など

に用いられるようである2'.また,これらに含有される精油成分については,オイゲノール,
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サフロール3'などの存在が報告されているのみで,詳しい報告は見当らない.

著者は,ラワソ材油について,興味ある-,二の知見をえたので,報告する･

すなわち,著者は,ラワソ材池を精密分留して11留分をえた.また,これら留分は,そのガ

スクロマトグラフより,成分の数が,比較的少なく,(13種)モノテルペソ炭化水素 として,

β-pineneは,僅かに含まれているが,α-pineneは確認されなかった.留分としては,b.p.

llr/13品mの Fr.8がも.,とも多く (27.84%),これは,セスキテルペソ炭化水素と思われ,

ラワソ材油の主成分である.著者は,鹿児島大学工学部応用化学教室隈元実忠教授の御好意

で,Fr.8のガスクロマトグラムをえることができたが,ピークⅦの成分 (これをⅩ-Comp,と

する)が,この留分の74.28%をしめ,主成分であることがわかった.

千葉大学の須賀恭一教授はラワソ材油中の b.p.95-1050/4.5mmの留分を更に精留してえた

物質を新セスキテルペソ炭化水素として,これに Lawangrene2)と命名しているが,その後,

同教授からの私信により,Lawangreneは α-gurjuneneと Calareneとの混合物であり,フ

ラソスの Ourission4)5) や Buchiら6)によって,その構造が解明されていることがわかった.

そこで,著者は,須賀教授の御好意により恵与された α-gurjuneneと Calareneのガスクp

マ トグラフとFr.8のそれとを比較検討したところ,α一gurjunene,Calareneの存在を確認で

きたが,主成分である Ⅹ-Comp.は,α-gurjuneneでも Calareneでもないとい う極めて興味

ある事実がわかった.著者は,日下,Ⅹ-Comp.の構造解明の研究を行なっているが,その成

果については後日発表しない.
ii-H

- - I

α-gurJunene4) calarene6)

さらにー著者は,水蒸気蒸留に使用した材層の残液を乾燥して,∩-Hexaneで抽出を試み

て,粘嗣な油とともに,結晶 (m p.133-1340)をえたが,これについても,その成果につい

ては,後目に譲 りたい.

2 実 験 お よ び 考 察

2-1 材 油 の 採 取

原料の赤ラワソの材層は市中の製材工場より,4月から8月にかけて供与を受けた.その10Kg

づっ程度を水蒸気蒸留し,粗材油をえた.これを3% KOH 溶液で脱酸し,えられた油分は

アルカリ性のなくなるまで水洗したのち,無水硫酸ソーダにて脱水乾燥した.かくしてえた中

性油を本研究の試料とした･
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Flg.1 1solatlOnScheme

処 理 し た 材 屑 500Kg

粗 材 軸 の 収 量 850g

収 率 0.17%

d28 0.893

中 性 池 の 収 量 820g

収 率 96.5% (粗材油に対し)

0.16% (原料の材屑に対し)

d≡8 0.91

n2Dl 1.4875

粗材油より分離した脂肪酸 30g

収 率 3.50/a(粗材油に対し)

0.006% (原料の材層に対し)

2-2 材 油 の 精 密 分 留

中性油71.6808gをとり,大料工業株式社製同芯管式精密分留装置 (TS-C2型)を使用し

て,分留をおこない,11留分をえた. (TableI)

Table.1 Effectsofthefractionaldistllation

1.4391

1.4930

1.4930

1.4930

1.4930

1.4913
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213 材席の水菜留戎蓮の n-Hexane抽出

水蒸気留に使用した材居残漆を乾燥して,n-Hexane溶媒抽出した･

すなわち,乾燥した材膚4.5Kgを n-Hexane18gで温浸抽出し,約0･5gの結晶 (m･p･

120-1270再結後 133-1340)と粘開な油,約30gをえた･粘桐な油は,放置すると,徐々に

結晶が析出してくる･

2-4 赤 外 吸収 ス ペ ク トル

2-4-1 精密分留々分の赤外吸収スペクトル

各留分 Fr.1-Fr.11の赤外吸収スペクトルを,いずれも液膜法で測定してみた･(装置は･

鹿児島大学工学部応用化学教室所管の日本分光 DC-301型を使用)

すなわち,Fr.1-Fr.11の赤外吸収スペクトルは,いずれも,CH伸縮振動 (レCH),C-C

(伸縮振動),CH2,CH3変角振動 (∂CH｡,∂CH3) の吸収をはっきりと示しているが,その他

の吸収帯は,殆んど認められない.そこで,モノテルペノイドのうちで,アルコール･エステ

ル,ケトソなどの代表例として, リナp-ル,ゲラニル7セテ-ト メソトソをとり上げ,そ

れらの赤外吸収スペクトルとラワソ材油の Fr.1-Fr.11のそれとを比較検討してみた･

すなわち, I)ナロールには,3.Oil(3300cm-I)に OH基の強い吸収があり,ゲラニルアセ

テートには5.78p(1729cm-I)にエステルの>C-0の伸縮振動の吸収帯と1240cm~1(8JJ吸

収帯)にエステルの逆対称伸縮振動の強い吸収帯があらわれている･また,メソトソは5･8-

6.0〃の附近に強い吸収帯として C-0伸縮振動がある･このように参考のためにとったモノ

テルペノイドのアルコール,エステル,ケトソなどの赤外吸収スペクトルとラワソ材池の Fr･

1-Fr.11の赤外吸収スペクトルを比較してみると,ラワソ材油のどの留分にも,アルコ-ル･

ェスチル,ケトソ,アルデヒドの額はほとんど,認められないことがわかった･
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Fig.5 IRspectraofFr.10,Fr.llandFr.10mixedFr.9
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2-4-2 抽出した薦晶の赤外吸収スペクトル
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Fig.7 1RSpectrum ofcrystal(孤.p.120-1270)extractedfrom lauan

2-5 ガスクロマ トグラフ

条 件 固 定 相 : PEG4000
カ ラ ム : 内径 5mm,長さ1mのU字型ステンレスパイプに充てん

剤を充てんしたものを2本直列に連結して用いた.

キャ リァーガス : H2ガ ス

標 準 物 質 : α-pinene

装 置 : 株式会社柳本製作所製 GCG-2型 (鹿児島大学工学部応用
化学教室所有)

5 10 15 20
Time(min.)

Columntemp:1508;H2flowrate:70ml/min
Fig,8 Gascbromatogram ofFr.1,Fr,3andFr.4
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51015202530

5 10 15 20 25 30

Time(min)

ColumnTemp:150D;H2flowrate:70mi/min

Fig.9 Gaschromatogram ofFr.5,Fr.6andFr.7
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Fig.10 Gas chromatogramofFr.8,Fr.9,rF.10,andFr.ll
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低沸点の成分はほとんど,モノテルペソと思われるが, Ǹ-pineneは認められず,β-pinene

が僅かに認められる.dipenteneは標品が不純で,2･3の成分よりなり,そのもっとも主成分

らしいピークとFr.1のど-クと一致したので,そのピ-クの成分を dipenteneとしたが,確

実ではない.

高沸点成分は Fig.10のガスクロマトグラムから推察されるごとく,ほとんど同一成分から

成 り,また,Cl｡のモノテルペソ炭化水素は,ほとんど,含まれていない･赤外吸収スペクト

ルの結果からも,少なくとも主成分は炭化水素と予想され,Fig･5に示したようにFr･9とFr･

10を混合して強度を大にして測定した赤外吸収スペクトルでも,yOH,レC-0などの吸収帯は,

かすかに,認められる程度である.また,これら留分の沸ノ如 ､らも,これら留分の主成分はセ

キテルペソ炭化水素であることに間違いはない･

ラワソ材池の主成分は,Table.1から,わかるように,その27.44%をしめるFr･8である･

また,Fr.8の主成分は,Fig.10に示したそのガスクロマトグラフにおいて,もっとも大きな

ピークの部分であり,そのピークの成分 (緒論で述べたように,Ⅹ-comp･とする)だけにで,

Fr.8の74.28% をしめている.X-ccmp.の前の二つの ピーク成分は,最近,フラソスの

ourissionら4'5'とBuchiら6'によ.,て,その構造が決められた αTgurjuneneとcalarene-であ

ることが,α一gurjuneneとcalareneを標晶として注入することより,そのガスクロマトグラ

フより決定された. (Fig.ll)

5 10 15 20 25

Time(min)
columnTemp:1500;H2Flowrate:70ml/min

Fig.llGaschromatograrnofstandardα-gurjunerte(G),calarene(C),and
Fr.6mixedwithGandCforidentificatlOn

また,Ⅹ-comp.のつぎのピークの成分 (Y-comp.とする)は比較的その量も多く,'tx.comp･

ともに,興味ある物質と思われる･

これら主なる成分のガスクロマトグラフにおいて,固定相として PEG4000を使用した時の

保持時間と全精油に対する含有b/Oを TableⅡ に示す･
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TableI Retentiontimeandcontent,形,ofrnaincomponents
(stationaryphase:PEG40∝);colulnntemp:150o;

H2flowrate:70ml/mュn.)

3 積 肯

水蒸気蒸留してえたラワソ材油を精密分留して,11留分をえたが,赤外吸収スペクトルの綜

黒より,これら留分は,殆んどテルペソ炭化水素であ り,酸素化合物は含まれているとして

もごく僅かであることがわかった.また,セスキテルペソ炭化水素 として,α-溜ur]'uneneと

calareneを同定できたが,ラワソ材池の主成分 Ⅹ-compおよび Y-compの化学構造に関す

る研究は,きわめて興味ある問題と思われるので,今後.研究を続けて行きたい.また,水蒸

気蒸留に使用した材屑を溶剤抽出し,その抽出物から無色結晶をえたが,これについても,今

後,研究を続けて行きたいと思 う.

終りに,本研究の赤外吸収スペクトルおよびガスクPマトグラフはすべて,鹿児島大学工学

部応用化学教室隈元実忠教授の御好意で同教室で測定させていただいた.同教授に深く感謝申

上げます.また,貴重な試料を御恵与下された千葉大学工学部工業化学教室の須賀恭一救援お

よび試料の採集,諸実験で御協力いただいた沖縄水産高校教諭与那覇徳正氏に厚く御礼を申上

げます.
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